
4．Ｌ．プランタルム YIT 0132についてのまとめと考察

　Ｌ．プランタルム YIT 0132は、腸管の免疫細胞に

よって取り込まれ、その結果としてIL-10の生成を促し、

Tregのはたらきを促進すると考えられます。また、Treg

は、Th2細胞の活動を抑え、B細胞によるIgE抗体の産生

量を減少させることにより、アレルギー反応の抑制と症

状の緩和に寄与することが推察されます。アレルギー症

状に対するＬ．プランタルム YIT 0132の軽減作用はさ

らなる検証が必要ですが、以上の結果から花粉、ホコ

リ、ハウスダストなどが原因で生じる鼻の不快感が軽減

されることが示されました。Ｌ．プランタルム YIT 0132

は、多くの人々が経験するアレルギー関連の鼻の不快

感を和らげ、生活の質（QOL）を向上させる新たな可能

性を開く乳酸菌として期待されます。
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　通年性アレルギー性鼻炎に対する、Ｌ．プランタルム

YIT 0132を含む飲料の影響を調べる試験を実施しまし

た。通年性アレルギー性鼻炎の症状を有する成人33名

をＬ．プランタルム YIT 0132を600億個含む飲料（生

菌を含まない）群とプラセボ群のグループに分け、1日1

本（100ml）、8週間飲用してもらいました。摂取前、摂取8

週間後に、血液サンプルを採取しました。また、鼻症状（く

しゃみ発作の回数、鼻をかんだ回数、鼻づまりスコア）を

記録しました。3つの鼻症状項目の組み合わせによる鼻

症状スコア（NSS）は、「鼻アレルギー診療ガイドライン

2009年版」に従って、0～4までスコア化しました。プラセ

ボ群と比較し、Ｌ．プランタルム YIT 0132を含む飲料群

では摂取期間中、NSSと鼻づまりのスコアが有意に減少

しました（図６）。また、Ｌ．プランタルム YIT 0132を含

む飲料群では、摂取8週目において、アレルギーに関連す

る血液マーカーである総IgE抗体、Th2、ECP※の値の減

少が確認されました。これらの結果から、Ｌ．プランタル

ム YIT 0132を含む飲料の継続摂取により、通年性アレ

ルギー性鼻炎の症状を改善することが示されました。
※ECP：好酸球の産生する炎症性物質

（2）ホコリ、ハウスダストなど通年性アレルギー性鼻炎による鼻の不快感を軽減する

Ｌ．プランタルム YIT 0132を含む飲料の飲用による通年性アレルギー性鼻炎症状の軽減効果図6

（a）鼻症状（NSS）スコア （b）鼻閉（鼻づまり）スコア
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　Tregは、免疫系のバランスを維持し、過剰なアレル

ギー反応を防ぐことが知られています。アレルギー症

状が生じている場合、Tregの減少や機能低下が見ら

れることがあります。このことから、Tregの減少抑制や

機能改善が、アレルギー症状の緩和や軽減につながる

ことが期待されます。Tregの活性化やその機能の強化

には、インターロイキン10（IL-10）などのサイトカイン

が重要な役割を果たし、これによって炎症や自己免疫

反応が抑制されます。

3．Ｌ．プランタルム YIT 0132のアレルギー性鼻炎に対するはたらき
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Ｌ．プランタルム YIT 0132の機能

　日本人の2人に１人がなんらかのアレルギーを
抱えているとされる昨今。アレルギー性鼻炎に悩む
人は多く、くしゃみ、鼻水、目のかゆみといったアレ
ルギー症状に加え、頭痛、倦怠感、不眠などの症状
が生活の質（QOL）の著しい低下を招き、仕事や学
校生活に支障をきたすことが懸念されます。

　近年では乳酸菌がアレルギー症状を軽減するこ
とが報告され、注目を浴びています。本レポートで
は、Ｌ．プランタルム YIT 0132の花粉、ホコリ、
ハウスダストなどによる鼻の不快感を軽減する機
能について紹介します。

2．アレルギーを抑えるTregのはたらき
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　先に述べた飲用試験では、軽症者（抗アレルギー薬

をときどき摂取している者）を超える者が対象に含ま

れていました。そこで、「抗アレルギー薬を摂取してい

ない者（健常者）」「抗アレルギー薬をときどき摂取して

いる者（軽症者）」において症状に対する作用が確認で

きるか、再度解析が行われました。

　先行研究における全被験者100名のうち、再解析対

象者は93名（健常者48名、軽症者45名）でした。内訳

は、Ｌ．プランタルム YIT 0132を含む飲料群44名、プ

ラセボ群49名でした。

　結果として、Ｌ．プランタルム YIT 0132を含む飲料

群ではプラセボ飲料群と比較して、総合鼻症状スコア

（TNSS）※の変化量（⊿総合鼻症状スコア）において、

飲用１、２週目で有意に低い値が認められ、Ｌ．プラ

ンタルム YIT 0132を含む飲料の飲用による鼻の不快

感の軽減が示されました（図５）。

　またプラセボ群においては、摂取前と比較してTreg

が有意に減少しました。Ｌ．プランタルム YIT 0132を

含む飲料群ではプラセボ群に比べて、摂取期間中に

Tregが有意に高値を示し、Tregの減少を抑えることが

確認できました。健常者、軽症者共に、花粉飛散に伴う

Tregの減少が、Ｌ．プランタルム YIT 0132を含む飲料

の継続摂取により抑制されたと考えられます。
※総合鼻症状スコア(TNSS)
日本アレルギー性鼻炎標準QOL 調査票に基づいた、各花粉症症状ス
コア「くしゃみ」「はなかみ」「鼻づまり」の合計値

（1）花粉による鼻の不快感を軽減する

　私たちの体には、病原体やがん細胞などの害をおよぼ

す異物を排除し、体を守るしくみとして免疫系が備わっ

ています。本来は体を守るためのシステムですが、害のな

い物質に過剰に反応することで引き起こされるのがアレ

ルギーです。アレルギーの発生には、免疫系の複数の細

胞が関わっています。体の免疫応答を調節するT細胞、抗

体を産生するB細胞、炎症とアレルギー反応に関与する

肥満細胞、好酸球などがあります。とりわけ、T細胞には、

Th1細胞やTh2細胞のような細胞免疫応答を促進するヘ

ルパーT細胞、病原体に感染した細胞やがん細胞などを

認識して排除するキラーT細胞、アレルギーや炎症を抑

える役割を持つ制御性T細胞（Treg）などが含まれます。

　ヘルパーT細胞は特にアレルギー発症に重要とされ、

Th1細胞とTh2細胞の2つのバランスによって免疫シス

テムが正しく機能しています。何らかの影響でTh1と

Th2のバランスが乱れると、異物を排除するための抗体

である免疫グロブリンE（IgE）抗体を、Th2がB細胞に過

剰に作らせることがあります。このIgE抗体がアレルゲン

と結合することで、ヒスタミンやロイコトリエンなどの化

学伝達物質が放出され、くしゃみやかゆみ、鼻汁などの

アレルギー症状が引き起こされます（図1）。

１．アレルギーが起こるメカニズム
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＊:プラセボ群と比較して有意な差あり（p<0.05）
#:プラセボ群において、摂取前と比較して有意な差あり（p< 0.025）

###:プラセボ群において、摂取前と比較して有意な差あり（p< 0.0005）
（参考資料②）
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Ｌ．プランタルム YIT 0132を含む飲料の
飲用による総合鼻症状スコアの経時変化

図5

　Ｌ．プランタルム YIT 0132は、Tregを活性化させる

はたらきを持つサイトカインであるIL-10の産生誘導能

を指標に選び出された乳酸菌です。

　この乳酸菌に関して、スギ花粉飛散時期（2017年2

月～４月）に前年の花粉飛散シーズンに花粉による不

快感のあった成人100名を対象に飲用試験を行い

ました。被験者を、Ｌ．プランタルム YIT 0132を400億

以上個含む飲料（生菌を含まない）群とプラセボ群の

２グループに分け、１日１本（125ml）、８週間飲用して

もらいました。その結果、Ｌ．プランタルム YIT 0132を

含む飲料群では、有意に花粉によるアレルギー症状が

軽減され、Tregの低下の抑制が確認されました（図

４）。また、Tregが増加した被験者では減少した被験者

に比べて、症状が軽減されることが認められました。

　さらに、この試験の参加者から血液を採取し解析し

たところ、Ｌ．プランタルム YIT 0132を含む飲料を摂

取した被験者では、Tregに関連する遺伝子発現量の

変化と症状の軽減が関連していました。

　このことから、Ｌ．プランタルム YIT 0132のアレル

ギー症状を軽減するメカニズムには、Tregの変化が関

わっていると考えられます。

　そこで、Ｌ．プランタルム YIT 0132のアレルギー症状

の軽減作用について、さらなる解析が行われました。

※Lactobacillus plantarumは、 2020年4月以降、
　Lactiplantibacillus plantarumに分類されています。  
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###:プラセボ群において、摂取前と比較して有意な差あり（p< 0.0005）
（参考資料②）
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　Ｌ．プランタルム YIT 0132は、Tregを活性化させる

はたらきを持つサイトカインであるIL-10の産生誘導能

を指標に選び出された乳酸菌です。

　この乳酸菌に関して、スギ花粉飛散時期（2017年2

月～４月）に前年の花粉飛散シーズンに花粉による不

快感のあった成人100名を対象に飲用試験を行い

ました。被験者を、Ｌ．プランタルム YIT 0132を400億

以上個含む飲料（生菌を含まない）群とプラセボ群の

２グループに分け、１日１本（125ml）、８週間飲用して

もらいました。その結果、Ｌ．プランタルム YIT 0132を

含む飲料群では、有意に花粉によるアレルギー症状が

軽減され、Tregの低下の抑制が確認されました（図

４）。また、Tregが増加した被験者では減少した被験者

に比べて、症状が軽減されることが認められました。

　さらに、この試験の参加者から血液を採取し解析し

たところ、Ｌ．プランタルム YIT 0132を含む飲料を摂

取した被験者では、Tregに関連する遺伝子発現量の

変化と症状の軽減が関連していました。

　このことから、Ｌ．プランタルム YIT 0132のアレル

ギー症状を軽減するメカニズムには、Tregの変化が関

わっていると考えられます。

　そこで、Ｌ．プランタルム YIT 0132のアレルギー症状

の軽減作用について、さらなる解析が行われました。

※Lactobacillus plantarumは、 2020年4月以降、
　Lactiplantibacillus plantarumに分類されています。  



4．Ｌ．プランタルム YIT 0132についてのまとめと考察

　Ｌ．プランタルム YIT 0132は、腸管の免疫細胞に

よって取り込まれ、その結果としてIL-10の生成を促し、

Tregのはたらきを促進すると考えられます。また、Treg

は、Th2細胞の活動を抑え、B細胞によるIgE抗体の産生

量を減少させることにより、アレルギー反応の抑制と症

状の緩和に寄与することが推察されます。アレルギー症

状に対するＬ．プランタルム YIT 0132の軽減作用はさ

らなる検証が必要ですが、以上の結果から花粉、ホコ

リ、ハウスダストなどが原因で生じる鼻の不快感が軽減

されることが示されました。Ｌ．プランタルム YIT 0132

は、多くの人々が経験するアレルギー関連の鼻の不快

感を和らげ、生活の質（QOL）を向上させる新たな可能

性を開く乳酸菌として期待されます。

サ イ エ ン ス ・  レ ポ ー ト
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　通年性アレルギー性鼻炎に対する、Ｌ．プランタルム

YIT 0132を含む飲料の影響を調べる試験を実施しまし

た。通年性アレルギー性鼻炎の症状を有する成人33名

をＬ．プランタルム YIT 0132を600億個含む飲料（生

菌を含まない）群とプラセボ群のグループに分け、1日1

本（100ml）、8週間飲用してもらいました。摂取前、摂取8

週間後に、血液サンプルを採取しました。また、鼻症状（く

しゃみ発作の回数、鼻をかんだ回数、鼻づまりスコア）を

記録しました。3つの鼻症状項目の組み合わせによる鼻

症状スコア（NSS）は、「鼻アレルギー診療ガイドライン

2009年版」に従って、0～4までスコア化しました。プラセ

ボ群と比較し、Ｌ．プランタルム YIT 0132を含む飲料群

では摂取期間中、NSSと鼻づまりのスコアが有意に減少

しました（図６）。また、Ｌ．プランタルム YIT 0132を含

む飲料群では、摂取8週目において、アレルギーに関連す

る血液マーカーである総IgE抗体、Th2、ECP※の値の減

少が確認されました。これらの結果から、Ｌ．プランタル

ム YIT 0132を含む飲料の継続摂取により、通年性アレ

ルギー性鼻炎の症状を改善することが示されました。
※ECP：好酸球の産生する炎症性物質

（2）ホコリ、ハウスダストなど通年性アレルギー性鼻炎による鼻の不快感を軽減する

Ｌ．プランタルム YIT 0132を含む飲料の飲用による通年性アレルギー性鼻炎症状の軽減効果図6

（a）鼻症状（NSS）スコア （b）鼻閉（鼻づまり）スコア
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